
指標 14.3.1 
指標名、ターゲット及びゴール 
指標 14.3.1 承認された代表標本抽出地点で測定された海洋酸性度（pH）の平
均値 
ターゲット 14.3 あらゆるレベルでの科学的協力の促進などを通じて、海洋酸
性化の影響を最小限化し、対処する 
ゴール 14 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で
利用する 

 

定義及び根拠 
○ 定義 

東経 137度・北緯 7度～33度の冬季表面海水中の海洋酸性度の平均値で定
義します。 

 

○ 概念 
海洋酸性度は、pH、つまり水素イオン濃度の対数として表されます。 

 

○ 根拠及び解釈 
気象庁を代表する海洋観測定線である東経 137度に沿った測線（以下、東経

137度線）における観測は、50年以上の歴史があり、世界的にも例をみないも
のです。東経 137度線の観測は、国際的な観測プロジェクトにも大きく貢献し
ています。 
上述の通り、国際的にも重要な観測定線である東経 137度線の観測のうち、

年々変動が少なく長期変化傾向の把握に適した冬季の観測を指標として設定しま
した。 
東経 137度線の時系列海洋観測によって、1984年からの海洋酸性化傾向

（pHの低下）が示されています。 
 

データソース及び収集方法 
気象庁の 2隻の海洋気象観測船、凌風丸及び啓風丸により取得された二酸化炭素

分圧等の観測データです。なお、これらの海洋観測データは、気象庁海洋気象観測
資料(https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/db/vessel_obs/data-
report/html/ship/ship.php) から公開されています。 
海洋の温室効果ガスの観測データは、大気・海洋環境観測年報 

(http://www.data.jma.go.jp/gmd/env/data/report/data/) から公開されてい
ます。 
 

算出方法及びその他の方法論的考察 
○ 算出方法 

pH (トータルスケール・現場水温における値) は、採取した海水の二酸化炭
素分圧の連続観測値と全アルカリ度 (TA) から、海水の炭酸系化学平衡に基づ
いて算出します。北西太平洋の熱帯・亜熱帯域では、塩分で規格化した TA 



(NTA) は有意な時空間的変動を示さないことが知られています (Midorikawa 
et al. 2010 *1)。TAは、NTAと塩分から、TA=NTA/35*塩分 の式で求めま
す。pHは 137度線の緯度 1度ごとに求め、北緯 7～33度における値を平均し
ます。 

 

○ コメントと限界 
不確かさが 2µatmの二酸化炭素分圧（Ishii et al., 2009 *2)と 4µmol/kgの

ＴＡ（Midorikawa et al., 2010 *1）から計算される pHには、0.002の不確か
さ（標準偏差）が含まれます。 
冬季の pHの値は、特に季節変動の大きい亜熱帯北部において、年平均 pHと

異なります。しかし、その平均低下速度は、年平均 pHの低下速度に比べ有意な
違いはなく、長期変化傾向をモニタリングする指標として適しています(*３)。 
この指標は、1984年からの毎年の値が得られており、数十年規模の海洋酸性

化の進行を示すことができます。 
 

データの詳細集計 
該当なし 
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